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§１．認定内容のうち今回追加・変更された内容 

 
【1】沖縄県ＲＣ住宅（２階建て） 追加・変更内容 

 
No. 項目 内容 別添 
① 延床面積、各階床面積を拡大 共同住宅設計の際に、延床面積 500 ㎡では

不足する場合があるため拡大する。 
延床面積 500 ㎡ ⇒ 750 ㎡に拡大 

 

別添 1-6 

② 固定荷重の見直し 
部材断面の見直し 
 

沖縄の住宅設計実例をみると、デザイン性

が高いため、自由性を高める目的で一部固定

荷重の範囲を大きめに変更した。 
固定荷重を見直したので、柱や梁等の部材

断面の見直しを行った。 
  

別添 1-14
別添 1-31
別添 1-36

③ 純ラーメン構造で偏心の大き

い建物でも設計可能な部材リ

ストを新たに設定した。 
 

従来の認定では「偏心チェック値」を算出

し、0.2 超の場合は設計変更としていたが、偏

心の調整が困難な場合もあるので、偏心が大

きい建物用の部材リストを用意した。 
 

別添 1-20
別添 1-32
別添 1-36

 

④ 構造スリットを設けない、「壁

付きラーメン構造」による設計

を行うためのルールを新たに

設定 
 

従来の認定には、必ず「構造スリット」を

設けて純ラーメン構造として設計する方法し

かなかったが、台風による雨漏りの懸念から、

スリットを用いない設計が望まれていた。 
そこで、スリットを設けずに設計できるル

ールを新たに用意した。 
 

別添 1-10
別添 1-11
別添 1-32
別添 1-37
別添 1-39
別添 1-67
別添 1-70

⑤ 建物本体から外側にはみ出し

た（オーバーハングも可能な）

居室として利用できる躯体バ

リエーションとして 
「フレーム外区画」を追加 
 

実際の設計において、片持ち床の部分の居

室利用や、オーバーハング形式の躯体で少し

だけ居室を広くする設計も多用されており、

規模の制限はあるが、同様の躯体が可能なバ

リエーションとして、片持ち梁を利用した「フ

レーム外区画」を追加した。 
このバリエーションは構造スリットを用い

ない構造の場合に限り利用可能である。 
 

別添 1-88

⑥ 階高範囲について、階高の最小

値をより小さい値に変更 
 

各階の階高は、最小値から最大値が定めら

れている。特に共同住宅において、コスト抑

制の目的や斜線対応のため、階高の最小値を

より小さい値に変更した。 
最小値 3500mm ⇒ 3200mm に変更 
  

別添 1-22

  

－ 4 －



 
 

 
No. 項目 内容 別添 
⑦ 勾配屋根の仕様追加 

及び屋根勾配範囲の拡大 
 

従来の認定では、勾配屋根（切り妻屋根に

限る）の屋根勾配が 2.5 寸勾配までで屋根葺

き材も軽量のものに限られていた。 
琉球瓦を利用するため、4.5 寸勾配まで設計

できるようにし、屋根葺き材の固定荷重も重

いものまで使用できるように変更した。 
 

別添 1-25

⑧ 柱に取り付く梁の寄り方向の

規定を緩和 
 

柱に取りつく梁の寄り方向が、手前の梁と

奥の梁で異なる設計は不可としていたが、配

筋可能であることが確認されたので設計でき

るよう緩和をした。 
 

別添 1-17

⑨ 外壁や内壁等にコンクリート

ブロック造壁の先積み工法に

よる設計仕様を追加 
 

コンクリートブロック造の壁は、後積み工

法のみ指定されていたが、沖縄県では、従来

から先積み工法による施工が多く、先積み工

法も可能となるよう、設計施工方法について

仕様を示した。 
 

別添 1-39

⑩ １階床及び片持ち床の仕様追

加 
１階床の仕様として、構造スラブを用いた

仕様が含まれていなかったため追加した。 
また、片持ち床の出寸法を 1.5ｍにした床の仕

様を追加した。 
 

別添 1-72

⑪ 建物本体と一体で設計する外

階段の標準仕様を追加 
 

建物本体と分離した独立式の標準外階段は

用意されていたが、利用しにくいため、建物

本体と一体で設計できる外階段の標準仕様を

追加した。 
 

別添 1-83

⑫ 小型の高架水槽を追加 
 

大型の高架水槽が用意されていたが、住宅

向けの小型高架水槽（１ton タンク）の標準

仕様を追加した。 
 

別添 1-87

 

【2】沖縄県ＲＣ住宅（３階建て） 追加・変更内容 

 
No. 項目 内容 別添 
① １階の階高範囲について、階高

の最小値をより小さい値に変

更 
 

各階の階高は、最小値から最大値が定められ

ている。特に共同住宅において、コスト抑制の

目的や斜線対応のため、階高の最小値をより小

さい値に変更した。 
最小値 3300mm ⇒ 3000mm に変更 

 

別添 1-19

② １階床の仕様追加 １階床の仕様として、構造スラブを用いた仕

様が含まれていなかったため追加した。 
 

別添 1-29
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§２．沖縄県ＲＣ住宅（２階建て）の設計例の概要 

 
 今回、図書省略認定の内容を変更している。本資料では、追加変更内容のうち、「スリットを設けな

い設計」の認定内容を主にＲＣ造住宅の設計事例を用いて以下に説明する。 
 
  ＜本講習会の事例のポイント＞ 
   ●設計事例 
    ・戸建て住宅とする 
    ・スリットを設けない躯体とする 
    ・独立基礎とする 
 
   ●設計事例と同規模の住宅とのコスト比較用データ 
    ・コンクリート、鉄筋量、型枠量など積算データについて 
 
 
§３．設計例を用いた認定内容の説明（スリットなしの設計事例） 

 
１．設計例作成作業の実働と感想 

 
 図書省略を用いた設計は、簡単に表現すると「仕様規定」による設計ということである。 
 ゆえに、実際のプランニングを行うためにはこの仕様内容を理解又は記憶（？）していないとスム

ーズには進まない。 
しかし一番に組み入れなければならない要件は、お施主様が望む要望である。これをプランに反映

させねばならないので、更に簡単に進むとは考え難い。 
最終的には「意匠性」，「安全性」，「コスト」を総合的に判断しながら設計を進めるので、本資料の

ように単純には進行しないことは確かであるが、一担当者が設計したひとつの事例として本資料を参

考にして頂ければと思います。 
 
 本設計事例の作業を進めた担当者は、意匠設計補助員であり、決して「構造」に精通しているわけ

ではありません。今回、まったく一から設計仕様を確認し設計例を作成したわけですが、結果的に。

プランニングとチェックシート作成までで実働期間は 7 日間となりました。なお、それ以外に１日か

けて設計仕様を読破（不明点の抽出など）して頂いた。 
 
 担当者の感想としては、やはり、単に設計仕様を読んだだけではまったく頭に入らなかったそうで、

大まかなゾーニング程度を行った後に、実際にプランを図面化しながら、仕様を読み進めたそうであ

る。 
 
 
２．設計した住宅の概要 

 
  ＜住宅のイメージ＞ ※那覇市内の不動産賃貸会社で賃貸に出ているプランを参考にした。 
 
    プランの要望：４ＬＤＫ～３ＬＤＫ程度 
    延面積： 35 坪程度 
    敷地は平坦で、地盤の長期支持力は 150kN/㎡とする 
 
   規模の選定に当たっては、個人住宅を想定し、最近の予算動向も踏まえて選定した。 
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３．最初の作業 

 
   まず、面積規模からグリッドを仮決定する。 
    床面積：約 35 坪＝110 ㎡～120 ㎡でスタートし、コストを考えて総２階を想定すると１フロ

アの面積は、50～65 ㎡程度となる。構造グリッドの最大スパンは 7.4ｍなので、大まかに１フ

ロア 60 ㎡とすると、片方のグリッド長さは、 
X 方向グリッド長さ：7.40ｍ  ⇒  60 ㎡／7.40ｍ ＝ 8.11ｍ（Y 方向） 

    8.11ｍは少なくとも２スパンのグリッドを用意しないとダメなので、１つのグリッドを 5P
＝4.7ｍとすると、残りは 3.41m である。よって、3.41ｍを 4P の 3.80ｍとする。 

    このグリッド構成を最初の原案（下図左）とする。 

     

 

初期グリッド案 
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    しかし、敷地上建物の左側がカーポートになる予定であったため、少しでも余裕がほしいと

の要望から、スパンを 7.4ｍから 6.5ｍに縮めることにし、床面積が不足するので、２階に「「フ

レーム外区画」」を利用してオーバーハング状の居室部分を計画して２階の居室を大きくする

方針でプランを検討した（上図右）。 
 
   以下に、仮定したプランの概要を示す。 
 
    １階： 玄関・玄関ホール        ２階： 主寝室、洋室、洋室 
        トイレ、脱衣室、浴室          納戸 
        LDK、和室               トイレ 
        階段                  階段 
                            ※屋根に小型高架水槽を設置 
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４．設計できる建物の構造種別（2.1.4 別添 1-10～） 

 
   ＜Ａタイプ＞：柱又は梁と壁（袖壁、垂壁、腰壁、方立て壁等）との間に必ず 

「構造スリット（完全スリット）」を設けて設計するタイプ。 
   ＜Ｂタイプ＞：構造スリットを全く使用せずに設計するタイプ。 
 

 

完全スリット 

架構内の壁 

架構内の有開口壁 

 
＜Ａタイプ＞                ＜Ｂタイプ＞ 

                         ※「架構内の壁」、「架構内の有開口壁」 
                          は、別添 1-7 に示す区分による。 
                         ※B タイプでは構造スリットは利用できない。 
 
 【設計仕様を読む際の留意点】 
 

本設計仕様では、「設計タイプ」及び次の「２.１.５」に示す設計フローによって、設計仕様が

異なるので、その都度以下のように表記する。 
なお、フロー○Ａ -1 とフロー○Ａ -2、及び、フロー○Ｂ -1 とフロー○Ｂ -2 は、それぞれ基本的な設計仕

様は同じであるが、柱の断面が異なる等相違点もあるので注意されたい。 
 

全てのタイプに共通の仕様： 共通 

 

Ａタイプ用の仕様： フロー○Ａ （Ａタイプに共通） 

 フロー○Ａ -1（Ａタイプでも、平面的な剛性の偏りが小さい建物） 

          フロー○Ａ -2（Ａタイプでも、平面的な剛性の偏りが大きい建物） 

  

Ｂタイプ用の仕様： フロー○Ｂ （Ｂタイプに共通） 

 フロー○Ｂ -1（Ｂタイプでも、各階の柱や壁断面が十分ある建物） 

          フロー○Ｂ -2（Ｂタイプでも、柱や壁断面がやや少なめな建物） 
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全体の設計フロー（別添 1-11） 
 
    フロー○Ａ ⇒ Ａタイプ用の設計フロー 
    フロー○Ｂ ⇒ Ｂタイプ用の設計フロー 

Yes 

スタート 

構造スリットを設けて

設計するか(任意選択) 

Ａタイプ 

Yes 

平面計画・立面計画 
軸力計算 

平面剛性バランスが悪い、

又は不明な建物の平面計

画・立面計画・軸力計算 

基礎の選定・設計 

平面計画・立面計画

軸力計算 

∑2.5αAw＋∑0.7αAc 
    ≧ZWAi 

立面剛性 
バランス値≧0.65 

エンド 

平面剛性 
バランス値≦0.2 設計変更する？ 

No No 

Yes 

Yes 

No 

せん断力検定 
柱・壁 Qa ≧ QD 

フロー○B -1 フロー○B -2 
Yes 

No 

No No 

設計変更 設計変更 設計変更 

Yes 

Yes 

平面剛性バランス

チェックを行う？ 

詳細フロー 
図 5-2 による 

詳細フロー 
図 5-2 による 

詳細フロー 
図 5-3 による 

ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ「フレーム外区画(Ⅰ型基礎有り)」 
にかぎり Ac 算入も可能（15-4 参照） 

構造スリットを建物

全体に設置して設計 
構造スリットをまっ

たく設置しない設計

Ｂタイプ 

フロー○Bフロー○A  

フロー○A -1 フロー○A -2 

以前の認定のフロー ◎今回認定のフロー ◎今回認定のフロー

 

図５－１．全体設計フロー 

 
  ＜ポイント＞ 
    A タイプ：平面剛性バランス（偏心率に相当）の値により断面が異なる。 
         平面剛性バランスを行わなくても設計が可能である。 
    B タイプ：基本的に柱量，壁量が確保されているかでフローが分かれるが、実質的にはさほ

ど設計上の問題にはならない。また、せん断検定を行うが、これも実質的には設

計上の問題にはならない。 
作業の手間こそ増えるが、その建物の基本的性能を推測する目安にできる。 

 
    ※各フローの詳細は、別添 1-12～1-13 に示す、詳細を参照のこと。 
  

本設計事例では、 
フロー○B を用いて 
設計する。 
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５．B タイプの設計における具体的な設計のスタート時の流れと認定内容上の留意点 

 
   柱や梁の配置については従来通り（但し、断面が増えている）なので、本資料では省略する。 
 
   壁と開口の形状について様々なルールがある。そのため、これらのルールを満足させることが

最大の作業となる。以下に壁の仕様について示す。 
 
 
５．１ 壁の仕様について（別添 1-39～） 

 
   壁に関する仕様は、以下の４項目により構成されている。 
 
     (１)壁の共通仕様 
       全てのフローに対して適用する仕様 
     (２)A タイプの場合の壁の追加仕様 
       Ａタイプ（構造スリットを使用した建物）に適用する使用 
     (３)B タイプの場合の壁の追加仕様 
       B タイプ（構造スリットを使用しない建物）に適用する使用 
     (４)B タイプの建物の壁に設ける開口の形状及び配置位置の仕様 
       B タイプの建物の壁に設ける開口の形状に関する規定を示している。 
 
   また、壁に関連して、柱や壁に対して必要な「計算作業」が追加された。 
 
     『１１－２． Ｂタイプの建物の柱及び壁の負担せん断力チェック』 
       及び、条件によっては、 
     『１１－３． 立面剛性バランス値の算定方法』 
 
   である。それぞれについて具体的な内容を以下に示す。 
 
 

 (１)壁の共通仕様 ※別添 1-39 
 
    「②」開口面積比のチェック 

全外壁面積に対する全開口（サッシ、通路等に使用する開口）面積の割合（開口面積比） 
建物全体で  開口面積／全外壁面積 ≧ １／４ 

 
       全外壁面積：外壁部分の面積でサッシなどの部分を含む面積とする。 
             床，柱及び梁の見付け面積部分は含まない。 
 
       ◎意外と、窓を多くする必要がある。 
 
    「③」コンクリートブロック造の壁 
      壁をコンクリートブロック造とする場合は、日本建築学会 壁構造配筋指針「第 9 章 補

強コンクリートブロック造」又は「第 11 章 コンクリートブロック帳壁構造」に準じて

仕様上支障の無いように施工する。尚、所管行政の指導がある場合はそれに従う。 
 
      「後積み」、「先積み」などの表記は削除した（実質不問）。 
      但し、「所管行政の指導がある場合はそれに従う。」の一文を追加。 
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(２)A タイプの場合の壁の追加仕様 ※別添 1-39 
 
   ここでは省略する。 
 
 

(３) B タイプの場合の壁の追加仕様 ※別添 1-40 
 
    「①及び②」壁の厚さ及び配筋 
       架構内に設ける壁：厚さ 150mm（D10@200W 以上） 
       架構外に設ける壁：厚さ 120～150mm（D10@200S 以上） 
 
    「③及び④」架構外の壁を設ける場合の直上直下の小梁の配置と架構外の壁の設置長さ 
       フレームから外れた位置に壁を配置する場合の小梁の配置を規定している。 
       架構外の壁を設置する場合、床面積に応じてその壁長さが制限される。 
 
    「⑤」架構内の壁又は架構内の有開口壁について 
 
      別添 1-7 「２．１．２ 用語の定義」 

２-５．「架構内の壁」，「架構内の有開口壁」による。 
 
      具体的には・・・ 
         「架構内の壁」は、一般に言われる「無開口の耐震壁」に相当 
         「架構内の有開口壁」は、一般に言われる「有開口耐震壁」に相当 
 

「架構内の有開口壁」に該当する壁とは・・・ 

 

柱 柱 

梁 

梁 

開口 

h 

ℓ 

ℓ0 

h 0
 

柱 柱 

梁 

梁 

「架構内の壁」 「架構内の有開口壁」 
 

γ0 ＝ max（ටｈ଴・ℓ଴
ｈ・ℓ

、
ℓ଴
ℓ
 ）≦ 0.4 の場合「架構内の有開口壁」とする。 

               h0：開口部の高さ(m) 

               ℓ0：開口部の長さ(m) 

               h ：開口部を有する架構内の壁の上下梁中心間距離 (m) 

               ℓ ：開口部を有する架構内の壁の左右柱中心間距離 (m) 
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    では、「⑤」の規定とは・・・ 
 

×設計不可 ○設計可 ○設計可 

○設計可 ○設計可 ○設計可  
 
    「⑥」２階に 45cm 以上の袖壁がある場合の、その直下（１階）について 
 
      原則として、45cm 以上の袖壁の直下に同じく 45cm 以上の袖壁を配置する。 
     （ただし、1 階のその該当面が建物内部の場合は、配置しなくてもよい。） 

 ※ 評価上了承されたが、仕様校正時に削除されたまま認定を受けてしまった。 
 

 

○設計可 

外壁面 
建物内部 

○設計可 ×設計不可 

外壁面 

45cm 以上の袖壁  
 
       ◎この規定は、サッシ開口の配置に影響するので、意識した上で設計願いたい。 
 
    「⑦」壁量のチェックについて 
 
      平成 19 年国土交通省告示第 593 号第二号イ（１）のチェックを実施する。 
      フローの中の「∑2.5αAw＋∑0.7αAc ≧Z･W･Ai」の部分で、 
      いわゆる「ルート１」の壁量を満足しているか確認する。 
      実質的には、柱断面分（×0.7×1.08）だけで、Z･Wi･Ai の値の９割は確保できるので 
      ほとんどクリアできるはずである。 
        結果 OK：上部構造の設計は完了 ⇒ 基礎の設計へ 
        結果 NG：「立面剛性バランスチェック」の実施（剛性率に相当） 
             立面剛性バランス値 RV≧0.65 であれば基礎の設計へ 
             NG の場合は設計変更となる。 
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 （４）Ｂタイプの建物の壁に設ける開口の形状及び配置位置の仕様  ※別添 1-41 
 
  この規定は、「架構内の壁」又は「架構内の有開口壁」に該当しない壁に設ける開口の形状及び配

置位置について規定したルールである。 
 
   ① 開口高さ（ｈ）は 900mm 以上とする。 
   ② 壁に開口を設けたことによって柱に付加される袖壁の長さの範囲は以下による。 
     ＜開口高さｈ＝900mm 以上 1200mm 未満の場合＞ 

隅柱（片袖壁） ： 450mm～1200mm 
中間柱（両袖壁）： 片側 450mm（逆側 0mm）～900mm で両側合計最大 1200mm 以

下 
     ＜開口高さｈ＝1200mm 以上の場合＞ 

隅柱（片袖壁） ： 0mm～1800mm 
中間柱（両袖壁）： 片側 0mm～1200mm 両側合計最大 2400mm 以下 

 
   ③ 柱又は袖壁付き柱のせい(柱＋袖壁の合計せい：Ｄ)と開口高さ(ｈ)の制限 
     柱せいと袖壁長さを加算したせいＤと柱の開口高さｈとの比は、ｈ/Ｄ ≧ 0.50 とする。 

 

H
 h1

 

D1 

ℓ 

ℓ1 ℓ2 

D2 

h2
 

○X0  ○X1  

h3
 

h2 でチェック 

h1 でチェック 

袖壁長さ 袖壁長さ 袖壁長さ 

 
図１１－１．開口の形状の凡例 
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５．２ Ｂタイプの建物の柱及び壁の負担せん断力チェック（別添 1-42～） 

 
 
  設計した各柱や壁が負担するせん断力に対して、許容せん断力を超えていないことを確認する。 
 
  ＜作業の流れ＞ 

（１） Ｋ値の設定  ＝ 剛性評価 

    （2） 建物の層せん断力の算定 ＝ 一次設計用の層せん断力算定 
    （3）柱のみ，壁付き柱，架構内の壁及び架構内の有開口壁の負担せん断力の推定 
                 ＝ K 値(剛性)比率で負担せん断力を求める 
    （４）柱のみ，壁付き柱，架構内の壁及び架構内の有開口壁の負担せん断力の検定 

                 ＝ 負担せん断力と許容せん断力の検定 
 

（１）Ｋ値の設定 

    柱のみ，壁付き柱，架構内の壁及び架構内の有開口壁について、以下の方法により X、Y 両方向

のＫ値を決定する。 

 

    ① 柱のみ，壁付き柱，架構内の壁及び架構内の有開口壁の区別 

 

（A）柱のみ 

D

（B）壁付き柱 

D 

h 

D 

h 

D

h 

D

h 

（C）架構内壁、有開口架構内壁 

D 

（架構内壁） 

D 

h 

D

（有開口架構内壁） 

（柱の左右とも「架構内壁」又は 
「有開口架構内壁」ではない柱に限る） 

（柱の左右とも「架構内壁」又は 
「有開口架構内壁」ではない柱に限る） 

 
図１１－２．柱，架構内の壁及び架構内の有開口壁の種別 
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② 設定するＫ値 

 

 ○A  「柱のみ」のＫ値 

 
 
 
 
 
 
 
     ○B  「壁付き柱」のＫ値 

     壁付き柱の h/D に応じて、以下の式にて算出する。 

       ＜２階の壁付き柱のＫ値＞ 

         0.5≦h/D＜1.0   Ｋ値 ＝ -18.06･(h/D)＋21.70 

         1.0≦h/D   Ｋ値 ＝ - 0.78･(h/D)＋ 4.42 、かつ、「柱のみ」のＫ値以上 

       ＜１階の壁付き柱のＫ値＞ 

         0.5≦h/D＜1.0   Ｋ値 ＝ -19.88･(h/D)＋24.13  

         1.0≦h/D   Ｋ値 ＝ - 0.80･(h/D)＋ 5.05 、かつ、「柱のみ」のＫ値以上 

 

     ○Ｃ  「架構内の壁」のＫ値  
      8P 架構内の壁  ２階： 29.6  １階： 40.4 

      7P 架構内の壁  ２階： 25.6  １階： 35.0 

      6P 架構内の壁  ２階： 21.7  １階： 29.7 

      5P 架構内の壁  ２階： 17.8  １階： 24.3 

      4P 架構内の壁  ２階： 13.9  １階： 19.0 

      3P 架構内の壁  ２階： 10.0  １階： 13.6 

      2P 架構内の壁  ２階：  6.0  １階：  8.3 

 

      なお、中間スパンは直線補間により算出する。 

 

  ○D  「架構内の有開口壁」の K 値 

 

架構内の有開口壁の K 値は、「架構内の壁」に以下のγ1 を乗じた値とする。 

 

          γ1＝１－1.25・γ0 

             但し、γ0＝√{(h0・ℓ0)／(ｈ・ℓ)} ：開口周比 

               h0：開口部の高さ(m) 

               ℓ0：開口部の長さ(m) 

               h ：架構内の有開口壁の上下梁中心間距離 (m) 

               ℓ ：架構内の有開口壁の左右柱中心間距離 (m) 

 外端柱 中柱 

２階 0.27 0.80 

１階 0.57 1.00 

 

外端柱と中柱の区分 

中柱 

外端柱

 nP：構造グリッド間隔 

－ 15 －



 
 

（２）建物の層せん断力の算定 

 

① 地震力算定用荷重の算出 

負担せん断力チェックのため、建物の層せん断力を算定する。算定の方法は、以下の方法による。 

 

     地震力算定用荷重（２階：Ｗ2、１階：Ｗ1） 

        ２階 Ｗ2 ＝ ｗ2×Ａ2 

          １階 Ｗ1 ＝ ｗ1×Ａ1 

 

       構造床面積 Ａ2、Ａ1（㎡） 

          Ａ2、Ａ1 は、以下により算出する。 

           Ａ2 ＝ 2 階の構造グリッドの面積 

                ＋構造グリット心から R 階の片持ち庇先端までの面積の 1/2 

 

           Ａ1 ＝ 1 階の構造グリッドの面積 

 ＋構造グリット心から 2 階の片持ちバルコニー先端までの面積の 1/2 

                ＋構造グリット心から 2 階の片持ち廊下先端までの面積の 1/2 

                ＋構造グリット心から 2 階の片持ち庇先端までの面積の 1/2 

                ＋構造グリット心から外階段先端までの面積 

 

       単位重量 ｗ2、ｗ1（kN/㎡） 

  ｗ2 及びｗ1 は以下の単位重量を用いて算出する。 

            ２階の単位重量 w2 ＝ 13.0 kN/㎡ 

            １階の単位重量 w1 ＝ 16.0 kN/㎡ 

 

② 層せん断力の算出 

      層せん断力は、以下の方法で算出する。 

        2 階層せん断力 Q2 ＝ W2×0.175   ※Z=0.7 ，Ai＝1.25 として固定値にしている 

       1 階層せん断力 Q1 ＝ (W1＋W2)×0.14 

 

（３）柱のみ，壁付き柱，架構内の壁及び架構内の有開口壁の負担せん断力の推定 

 

    柱のみ，壁付き柱，架構内の壁及び架構内の有開口壁の負担せん断力を各柱について算出する。 

算定の方法は、以下の方法による。 

     

         2 階の場合の負担せん断力 Q ＝ Q2×K／∑K 

1 階の場合の負担せん断力 Q ＝ Q1×K／∑K 

 

              K  :  負担せん断力を算出する柱や壁の K 値 

           ∑K ： 当該階の当該方向の K 値の合計 

           Q2  ： 2 階の層せん断力(kN) 

Q1  ： 1 階の層せん断力(kN) 

（４）柱のみ，壁付き柱，架構内の壁及び架構内の有開口壁の負担せん断力の検定 

 

「柱のみ」及び「壁付き柱」の負担せん断力が以下の許容せん断力の値以下であることを確認する。 

            2 階：許容せん断力 Qa ＝ 443 kN  ※固定値 

            1 階：許容せん断力 Qa ＝ 559 kN  ※固定値 

 

「架構内の壁」及び「架構内の有開口壁」の負担せん断力が以下の許容せん断力の値以下であることを

確認する。 
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    架構内の壁の許容せん断力 Qa ＝(内法の壁の合算 Qw) ＋（付帯柱の Qc の合算） 

 nP：構造グリッド間隔 nP：構造グリッド間隔 

付帯柱 付帯柱 付帯柱 

内法壁 内法壁 

 

          付帯柱の短期許容せん断力 Qc 

           ２階： Qc ＝ 589 kN  ※固定値 

           １階： Qc ＝ 705 kN  ※固定値 

 

          内法壁１スパン分の短期許容せん断力 Qw （１，２階共通）  ※固定値 

           8P スパンの内法壁 Qw＝  1329 kN  

           7P スパンの内法壁 Qw＝  1140 kN 

           6P スパンの内法壁 Qw＝   952 kN 

           5P スパンの内法壁 Qw＝   764 kN 

           4P スパンの内法壁 Qw＝   575 kN 

           3P スパンの内法壁 Qw＝   387 kN 

 

           ※ 中間スパンの場合は、直線補完により求める。 

           ※ 架構内の有開口壁の場合は、以下の低減率γ2 を乗じて算出する。 

 

             γ2＝１－max{γ0 ，ℓ0／ℓ ，h0／h} 

 

                γ0＝√{(h0・ℓ0)／(ｈ・ℓ)} ：開口周比 

                h0：開口部の高さ(m) 

                ℓ0：開口部の長さ(m) 

                h ：架構内の有開口壁の上下梁中心間距離 (m) 

                ℓ ：架構内の有開口壁の左右柱中心間距離 (m) 

 

   負担せん断力が、上記許容せん断力を超えてしまった場合は、開口の位置を変更するなど、許容せ

ん断力を超えないように設計変更する。 

 
（５）各柱及び架構内の壁又は架構内の有開口壁の負担せん断力の検定要領 

 

 以下に、例題を用いて負担せん断力の検定要領を示す。 
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Y1 

1175 

h=2200mm 
袖壁 450mm 

h=1500mm 
左袖壁 600mm 
右袖壁 1200mm

h=1500mm 
袖壁 900mm 

開口 900×900 

4700 4700 

74
00

 

1175 

11
75

 
13

75
 

X1 X2 X3

Y1 

Y2 

Y2 

通り 

通り 

X 方向 負担せん断力の検定（１階について）

 
(1) K 値の算定 

 
①Y1-X1 柱 

h=2200mm、袖壁 450mm 
D＝600＋450＝1050mm 
h/D＝2200 / 1050＝2.10 ≧ 1.0 より、 
K＝-0.80×2.10+5.05＝3.37 

 
②Y1-X2 柱 

h=1500mm、袖壁 600＋1200mm 
D＝600+600+1200＝2400mm 
h/D＝1500 / 2400＝0.63 < 1.0 より、 
K＝-19.88×0.63+24.13＝11.61 

 
③Y1-X3 柱 

h=1500mm、袖壁 1200mm 
D＝600+900＝1500mm 
h/D＝1500 / 1500＝1.00 ≧ 1.0 より、 
K＝-0.80×1.00+5.05＝4.23 

 
④Y2-X2 柱 
柱のみ（１階外端柱） 
D＝600mm 
K＝0.57 

 
⑤Y2 通り X1-X2 間架構内壁 
有開口架構内壁の判定 
 γ ＝√{(900×900)/(4475×3725)} 
   ＝0.220 
 ℓ0 / ℓ＝ 900 / 4475＝0.201 
 γ0＝max(0.220、0.201)＝0.220 
  ∴耐力壁として扱う 
 γ1＝1-1.25×γ0＝1-1.25×0.220 
   ＝0.725 
1 階 5P 架構内壁 K＝24.3 

  有開口架構内壁 K＝24.3×0.725＝17.62
 29

50
 

65
0 

90
0 

 (2) 建物の層せん断力の算定 
 
 総２階建てとして算定 
 
  構造床面積 
   ２階構造床面積 A2＝(4.7×2×7.4)＋(4.7×2+7.4×2+1.375×2＋1.175×2)×1.175/2+4.7×2×1.375/2 ＝ 93.24 ㎡ 
   １階構造床面積 A1＝A2＝93.24 ㎡ 
 
  地震力算定用荷重 
   ２階 w2＝ 13.0kN/㎡×93.24 ㎡ ＝ 1212.1kN 

１階 w1＝ 16.0kN/㎡×93.24 ㎡ ＝ 1491.8kN 
 
  層せん断力の算定 
   ２階 Q2＝ 1212.1kN×0.175 ㎡ ＝ 212.1kN 

１階 Q1＝ (1212.1＋1491.8)×0.14 ＝ 378.6kN 
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 (3) 各柱及び有開口架構内壁の負担せん断力の推定 
 
  １階の層せん断力 

１階 Q1＝378.6kN 
 
   ∑K＝(3.37＋11.61＋4.23＋17.62＋0.57)＝37.40 
 
   ① X1-Y1 柱 
    Q ＝ Q1×K／∑K ＝ 378.6×3.37／37.40 ＝ 34.11kN 
    QD ＝ Qc×2.0＝34.11×2.0＝68.22kN ≦ Qa ＝ 559kN －－－ OK 
 
   ② X2-Y1 柱 
    Q ＝ Q1×K／∑K ＝ 378.6×11.61／37.40 ＝ 117.53kN 
    QD ＝ Qc×2.0＝117.53×2.0＝235.06kN ≦ Qa ＝ 559kN －－－ OK 
 
   ③ X3-Y1 柱 
    Q ＝ Q1×K／∑K ＝ 378.6×4.23／37.40 ＝ 42.82kN 
    QD ＝ Qc×2.0＝42.82×2.0＝85.64kN ≦ Qa ＝ 559kN －－－ OK 
 
   ④ X3-Y2 柱 
    Q ＝ Q1×K／∑K ＝ 378.6×0.57／37.40 ＝ 5.77kN 
    QD ＝ Qc×2.0＝5.77×2.0＝11.54kN ≦ Qa ＝ 559kN －－－ OK 
 
   ⑤ Y2 通り X1-X2 間有開口架構内壁 
    Q ＝ Q1×K／∑K ＝ 378.6×17.62／37.40 ＝ 178.37kN 
    QD ＝ Qc×2.0＝178.37×2.0＝356.74kN ≦ Qa ＝ 1989.1kN －－－ OK 
     

但し、Qa ＝ Qc×n＋γ2×Qw ＝ 705×2 ＋ 764×0.758 ＝ 1989.1kN  
            γ2＝1- max(0.220、0.201、900/3725) ＝ 1- 0.242 ＝ 0.758 
  

4700

3.37 11.61 4.23

0.57
17.62

 

 
 
５．３ 立面剛性バランス値の算定方法（別添 1-48～） 

 
    ※「立面剛性バランスチェック」は、いわゆる「ルート１」の壁量を満足していない場合に

必要となる。しかし、実際はほとんど必要としない。 
 
     ここでは、説明を省略するが、設計例にはその計算事例を示しておく。 
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６．フレーム外区画の仕様及び配置ルール （別添 1-88～89、別添 1-133） 

 
  架構からはみ出すように躯体を計画できる仕組みとして、「フレーム外区画」というものを 
 追加した。設計例でも利用してみた。 
 
  設計仕様の内容を以下に示す。 
 

（１）フレーム外区画の仕様 

 フレーム外区画とは、建物本体の架構（フレーム）より外側に壁や梁を突出させ、その突出させた空間を

居室などに利用する躯体オプションである。 

その設置方法は、以下の規定による。 

   
    ① Ｂタイプの設計方法を用いた場合にのみ使用することができる。 
    ② ２種類の形状を用いることができる（下図参照）。 
       Ⅰ型：柱から片持ち梁を持ち出し、柱から直接壁が突出するタイプ 
       Ⅱ型：通常の架構内の壁から直交してその外側に壁が飛び出たタイプ 
    ③ Ⅰ型は、柱に「専用片持ち梁」を設け、先端には当該部位の先端には「専用先端小梁」

を配置して構成する。また、Ⅰ型の先端の交点に独立基礎を設けることができる。 
    ④ Ⅱ型は、柱又は柱間の壁から壁が突出した形状で構成する。当該部位の左右の壁には開

口を設けることはできない。 
    ⑤ 跳ね出し寸法は、Ⅰ型は 1.5m 以下、Ⅱ型は 0.75m 以下とする。 
    ⑥ Ⅰ型は、複数のスパンに連続して設けることができるが、１ヶ所当たりの当該面積は 15

㎡以下とし、かつ各階に設ける当該区画の面積の合計は、本体の床面積に対して 1/8 以下

とする。 
    ⑦ 壁量の計算を行う際、Ⅰ型（基礎有り）に限り、当該部位の壁のうち、壁長さ 100cm 以

上の部位については Ac に加算してもよい。 
 

壁又は 
開口 

壁又は 
開口 

壁又は 
開口 

先端 
小梁 

先端 
小梁 

壁又は 
開口 

壁又は 
開口 

先端 
小梁 

0.75m 以下 

3.
0m

以
下

 

5P
以
下

 

1.5m 以下 

A A 

Ⅰ型 

B B 

Ⅱ型 

基礎 基礎 
A-A 断面 

Ⅰ型(基礎有り) 

壁又は 
開口 

壁又は 
開口 

A-A 断面 
Ⅰ型(基礎無し) 

基礎 基礎 

壁 壁又は 
開口 

壁

B-B 断面 
Ⅱ型

0.75m 以下 

Ⅰ型でこの形状

は設計不可 

Ⅱ型でこの形状は設計可能 
(但し長さは 3.0m 以下) 

3.
0m

以
下

 

Ⅰ型で、直交方

向へも突出させ

るのは設計不可 
Ⅰ型 
突出方向  

図１６－６．フレーム外区画の形状 
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  ＜A タイプ（基礎有り）で、壁量に参入できる壁の種類＞ 

 

開口 

⇔方向の Ac への参入可 

Ac
へ

の
参

入
不

可
 

A
タ

イ
プ

(基
礎

有
り

) 
A
タ

イ
プ

(基
礎

有
り

) 

32
00

 
45

0 
90

0 

開
口

 
開

口
 

1350 

⇔
方

向
の

A
cに

参
入

可
 

Ac への参入不可 

 
図１６－７．壁量計算で Ac に参入可能な壁の区分 
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§４．コスト試算資料（参考資料） 

 
  図書省略認定に基づき設計を行った建物と構造設計を行った建物とのコスト試算をするための比

較資料を示す。 
 
１．建物概要 
 
  コスト試算には本設計例を利用した。壁及び開口については同じとした。 
 
   ●プラン１：図書省略認定による躯体 
 
   ●プラン２：プラン１と同じ平面・立面計画で、柱や梁の形状を構造計算により設定 
         （ルート１を満足する躯体で、スリットは利用していない。） 
 
２．躯体の比較 
 
  ＜プラン１＞： 柱 600×600（１、２階共） 
          X 方向梁 350×700、350×750、基礎梁 350×900 
          Y 方向梁 350×550、350×650、基礎梁 350×900 
  ＜プラン２＞： 柱 500×500（１、２階共）、一部 550×500（１階） 
          X 方向梁 350×700、350×750、基礎梁 350×850 
          Y 方向梁 350×450、350×550、基礎梁 350×800 
 
３．概算積算結果の比較 
 
  比較を目的にして、概算の積算を行った。以下に結果を示す。 
 
      基礎を含む概算の積算結果（設計荷重の低減などは行っていない。） 

プラン名 ｺﾝｸﾘｰﾄ量 ㎥ 型枠量 ㎡ 鉄筋重量 t 
プラン１ 

（図書省略） 
91.8 

（1.08） 
725.8 

（1.03） 
16.92〔0.184t/㎥〕 

（1.05） 
プラン２ 

（ルート１） 
85.2 

（1.00） 
704.1 

（1.00） 
16.14〔0.189t/㎥〕 

（1.00） 
       ※延べ床面積：124.6 ㎡（室内床部分の面積） 
       ( ) 内の数値は、プラン２に対する比率 
       〔 〕内の数値は、コンクリート１㎥当たりの鉄筋重量 
 
   この結果から判断すると、図書省略による設計と「ルート１」による設計の結果では、 
  コンクリート量は 8％、型枠は 3%、鉄筋は 5%の増加となっている。 
   図書省略による設計によって、躯体コストが大きく増加することはなさそうである。 
 
  あまり大きな差にならなかった理由 
    梁断面：同じ設計荷重であれば、スパンがある程度あると断面は長期で決定 
    柱断面：応力レベルによって設計されるというよりは、梁の断面とのバランスと 

柱及び梁の配筋の納まり等で決定する傾向がある。 
    壁断面：これは、耐力的な要因というよりも、意匠的な要因が大きいので影響なし。 
        （小規模建物で、壁や庇やバルコニーが多いと柱や梁の影響は小さくなる。） 
    設計荷重の見直しなどすればもう少し差が生じると思われる。 
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§５．設計例図面，構造設計チェックシート及び説明資料 
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構
外

壁
】
と

な
る

雲
マ

ー
ク

（
斜

線
部

）
の

壁
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鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

と
し

た
場

合
に

【
架

構
外

の
壁

】
と

な
る

。

注
意

：
こ

の
プ

ラ
ン

で
は

架
構

外
の

壁
扱

い
に

は
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
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．
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０
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．
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Ｙ
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０
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８

．
２
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．
５
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.9
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０
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＝

２
．
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６
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外
壁
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開
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面
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２
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－
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口
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＝

２
０

．
２

７
㎡
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.5
4‐
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外
壁

面
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－
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口
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積
＝

２
．

６
６
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×
2.
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66
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１
０

．
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４
㎡
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0.
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×
0.
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0.
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1.
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1.
8)

×
1.
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4
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積

（
開

口
含

む
）

＝
３

９
．

５
５

㎡
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35
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.9
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.7
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×
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0.
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×
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開

口
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．
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２
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１
．

１
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・
１

１
－
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（
１
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【
Ｘ

０
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】
２

．
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．
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・
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１
－
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（
１
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【
Ｘ
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通
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】
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＝

１
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．
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.9
)×

1.
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.7
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2.
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0.
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×
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.1
4

外
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面
積

（
開

口
含

む
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＝
４

８
．

３
７
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5×
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2.
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3.
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.3
7

開
口

面
積

＝
７

．
８

３
㎡
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1+
(2
.7
+0
.4
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0.
9)

×
1.
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83

外
壁

面
積

（
開

口
含

む
）

＝
４

５
．

７
３

㎡
(4
.3
25

+3
.4
25

) ×
3.
0+
(4
.3
25

+3
.4
25

) ×
2.
9=
45

.7
3

外
壁

面
積

－
開

口
面

積
＝

３
５

．
２

３
㎡

47
.8
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13

.1
4=
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.2
3

外
壁

面
積

－
開

口
面

積
＝

３
７

．
９

㎡
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.7
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83
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9
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㎡
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別
添

２

（
１

）
建

築
物

概
要

工
事

名
称

○
○

○
○

様
新

築
工

事

沖
縄

県
Ｒ

Ｃ
住

宅
（

２
階

建
て

）

併
住

宅
場

合
途

工
事

名
称

主
要

用
途

○
○

○
○

様
新

築
工

事

○
○

○
○

様

○
○

○
○

敷
地

（
地

名
・
地

番
）

建
築

主

専
用

住
宅

○
○

○
○

工
事

施
工

者

工
事

監
理

者

沖
縄

県
○

○
○

○

構
造

設
計

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト

㎡

7
6
.9

6
㎡

（
併

用
住

宅
の

場
合

、
そ

の
用

途
）

戸
建

形
式

ー 一
戸

建
て

住
宅

9
0
0
m

m
　

，
2
0
0
m

m
基

準
寸

法

敷
地

面
積

建
築

面
積

面
積

構
造

種
別

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
（
ラ

ー
メ

ン
構

造
）

工
事

名
称

：
邸

　
新

築
工

事
沖

縄
サ

ン
プ

ル
プ

ラ
ン

7
P
8
P
戸

建

２
階

5
5
.2

5
㎡

１
階

5
5
.2

5
㎡

1
1
0
.5

0
㎡

7
.2

9
m

7
.1

m m

高
さ

軒
高

さ

延
べ

面
積

１
階

床
高

さ

最
高

の
高

さ

各
階

床
面

積

２
階

3
.4

5
m

１
階

3
.6

5
m

２
階

m

１
階

m

２
階

3
.4

5
m

１
階

3
6
5

m

構
造

躯
体

階
高

さ

階
床

高
さ

階
高

天
井

高
さ

平
成

2
1

年
6

月
日

設
計

者
：

１
階

3
.6

5
m

　
□

　
偏

心
無

し
基

礎
　

又
は

　
偏

心
有

り
基

礎

kN
/
㎡

　
□

　
地

盤
補

強
用

杭
を

用
い

た
基

礎

kN
/
本

kN
/
本

構
造

適
用

条
件

　
　

　
長

期
地

耐
力

＝

　
　

□
長

期
許

容
支

持
力

＝

垂
直

積
雪

量

地
盤

適
用

条
件

　
　

□
長

期
許

容
支

持
力

＝

【
構

造
設

計
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

留
意

事
項

】

　
・

本
構

造
設

計
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

は
邸

毎
に

作
成

す
る

。
　

・
該

当
し

な
い

部
分

で
も

空
欄

と
せ

ず
に

、
該

当
し

な
い

旨
を

記
入

す
る

。
　

・
数

字
は

算
用

数
字

を
用

い
る

。
　

・
地

盤
補

強
用

杭
を

用
い

る
基

礎
を

採
用

す
る

場
合

に
は

、
規

定
に

よ
り

杭
の

水
平

方
向

の
施

工
誤

差
の

最
大

値
(
5
0
m
m
以

下
か

1
0
0
m
m
以

下
)
を

予
め

定
め

－
c
m

積
雪

単
位

荷
重

－
N

/
c
m

/
㎡

4
6

m
/
se

c
.

　
■

　
　

Ⅲ
　

□
　

　
Ⅳ

0
.7

一
次

設
計

0
.2

次

標
準

せ
ん

断
力

係
数

地
表

面
祖

度
区

分

地
震

地
域

係
数

垂
直

積
雪

量

基
準

風
速

　
水

平
方

向
の

施
工

誤
差

の
最

大
値

(
5
0
m
m
以

下
か

1
0
0
m
m
以

下
)
を

予
め

定
め

　
　

て
お

く
こ

と
。

二
次

設
計

1
.0

※
１

　
１

階
床

の
室

内
床

用

※
２

　
自

家
用

車
庫

の
土

間
床

用

1
8
0
0
N

/
m

2
、

2
9
0
0
N

/
m

2
　

※
１
、

3
9
0
0
N

/
m

2
　

※
２

積
載

荷
重
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（
３

）
構

造
設

計
チ

ェ
ッ

ク

判
定

欄
適

合
条

件
（

適
用

範
囲

等
）

項
　

　
目

本
建

築
物

に
お

け
る

内
容

判
定

欄

戸
建

形
式

一
戸

建
て

住
宅

，
長

屋
，

共
同

建
て

住
宅

■

主
な

用
途

専
用

住
宅

又
は

併
用

住
宅

■

併
用

住
宅

の
場

合
併

用
部

分
の

用
途

■

地
震

地
域

係
数

（
Ｚ

）
0
.
7

■

基
準

風
速

m
/
s

4
6
m
/
s

■
速

度
圧

条
件

（
用

範
囲

等
）

項
目

本
建

築
物

容

一
戸

建
て

住
宅

１
．

適
用

範
囲

ー専
用

住
宅

0
.
7

用
途

4
6
.
0

準
風

/
/

地
表

面
祖

度
区

分
　

Ⅲ
　

又
は

　
Ⅳ

■

垂
直

積
雪

量
(
c
m
)

c
m

■

積
雪

単
位

荷
重

(
N
/
c
m
/
㎡

)
N
/
c
m
/
㎡

■

階
数

階
建

て
平

家
，

２
階

建
て

■

選
択

す
る

構
造

タ
イ

プ
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ず
れ

か
の

タ
イ

プ
と

す
る

（
混

用
不

可
）

。
■

－ －

積
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荷
重

条
件
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２
．

設
計

タ
イ

プ

□
Ａ

タ
イ

プ
　

■
Ｂ

タ
イ
プ

建
築

面
積

㎡
1
5
～

7
5
0
㎡

■

延
べ

面
積

㎡
1
5
～

7
5
0
㎡

■

２
階

㎡
1
5
～

3
7
5
㎡

■

１
階

㎡
1
5
～

7
5
0
㎡

■

基
準

寸
法

9
0
0
m
m
＋

2
0
0
m
m

9
0
0
m
m
＋

2
0
0
m
m
と

す
る

。
■

床
面

積

３
．

平
面

計
画

基
準

平
面

規
模

5
5
.
2
5

5
5
.
2
5

1
1
0
.
5
0

5
7
.
1
3

(
1
)
最

大
の

平
面

基
本

ブ
ロ

ッ
ク

形
状

7
Ｐ

×
5
Ｐ

2
P
×

2
P
～

8
P
×

5
P

■

(
2
)
最

小
の

平
面

基
本

ブ
ロ

ッ
ク

形
状

7
Ｐ

×
4
Ｐ

2
P
×

2
P
～

8
P
×

5
P

■

①
短

辺
長

さ
と

長
辺

長
さ

の
比

1
/
6
以

下
■

8
.
5
m

長
辺

長
さ

　
最

大
5
0
m
以

下
■

6
.
5
m

短
辺

長
さ

　
最

小
3
.
8
m
以

上
■

②
梁

の
最

短
ス

パ
ン

m
2
P
以

上
か

つ
内

法
ス

パ
ン

1
.
8
m
以

下
■

3
.
8

 
1
 
/
　

1
.
3

平
面

形
状

構
造

グ
リ

ッ
ド

③
連

続
す

る
雁

行
の

箇
所

数
ヶ

所
4
以

下
■

　
 
雁

行
長

さ
m
(
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)

2
P
以

上
か

つ
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法
ス

パ
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1
.
8
m
以

下
■

 
　

隣
接

長
さ

（
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造
グ

リ
ッ

ド
長

さ
）
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(
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)

4
P
以

上
 
か

つ
 
長

さ
Ｃ

 
の

1
/
2
以

上
■

④
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分
2
階

建
て

の
面

積
比
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積
比

）
0
.
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≦

(
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積
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)
≦

1
.
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■

⑤
平
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剛

性
バ

ラ
ン

ス
チ

ェ
ッ

ク
各

階
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向

の
R
H
の

最
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値
＝

R
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値

に
よ

り
設

計
フ

ロ
ー

決
定

■

　
(
同

チ
ェ
ッ

ク
を

行
わ
な

い
場
合

も
記

載
の
こ

と
)

R
H≦

0
.
2
：

フ
ロ

ー
①

-
1
、

R
H＞

0
.
2
：

フ
ロ

ー
①

-
2

ー ー

B
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
⇒

無

0

1
.
0
0

■
設

計
フ

ロ
ー

＝
B
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
⇒
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H

H
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ェ
ッ

ク
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行
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ロ
ー

①
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２
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.
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.
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2
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2
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B
ﾀ
ｲ
ﾌ

⇒
無
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m
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2
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m
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上
■
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２
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□
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形
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体
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組
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わ

せ
■

立
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■

－

柱
の

断
面

柱
の

配
置

ル
ー

ル 梁
の

配
置

ル
ー

ル
と

断
面

６
．

梁
の

配
置

ル
ー

ル
、

断
面

の
選

定
方

法

略
伏

図
に

柱
記

号
を

記
載

５
．

柱
の

配
置

ル
ー

ル
、

断
面

の
選

定
方

法

 
 
①

梁
の

配
置

位
置

－
構

造
グ

リ
ッ

ド
線

上
の

柱
間

■

 
 
②

梁
上

端
レ

ベ
ル

各
階

毎
に

揃
え

る
■

 
 
③

梁
の

断
面

「
1
0
-
2
．

梁
断

面
リ

ス
ト

」
よ

り
選

定
■

(
1
)
　

梁
断

面
リ

ス
ト

－
「

1
0
-
2
．

梁
断

面
リ

ス
ト

」
参

照
■

(
2
)
　

梁
断

面
の

調
整

－
■

(
3
)
　

梁
貫

通
孔

の
設

置
及

び
補

強
方

法

①
孔

の
最

大
径

m
m

最
大

2
0
0
m
m
以

下
■

1
5
0

断
面

リ
ス

ト

略
伏

図
に

梁
記

号
を

記
載

－ 略
伏

図
に

梁
調

整
箇

所
を

記
載

ル
と

断
面

 
 
 
　

①
孔

の
最

大
径

m
m

最
大

2
0
0
m
m
以

下
■

 
 
 
　

②
梁

1
本

当
た

り
の

数
2
ヶ

所
（

最
大

）
３

ヶ
所

以
内

■

 
 
 
　

③
連

続
孔

の
中

心
間

距
離

m
m

Ａ
≧

（
Ｈ

1
＋

Ｈ
2
）

/
２

×
３

　
（

m
m
）

■

 
 
 
　

④
柱

際
か

ら
梁

の
孔

際
ま

で
の

距
離

m
m

梁
せ

い
以

上
■

壁
の

仕
様

①
仕

様
Ｒ

Ｃ
造

壁
Ｒ

Ｃ
造

壁
Ｃ

Ｂ
造

壁
軽

量
壁

(乾
式

軽
量
間

仕
切

壁
等
)

■

壁
共

通
仕

様

1
0
0
0

1
5
0

5
0
0

７
．

壁
の

仕
様

と
配

置
ル

ー
ル

 
①

仕
様

Ｒ
Ｃ

造
壁

Ｒ
Ｃ

造
壁

、
Ｃ

Ｂ
造

壁
、

軽
量

壁
(乾

式
軽
量
間

仕
切

壁
等
)

■

 
②

外
壁

の
開

口
面

積
又

は
平

均
荷

重
外

壁
の

開
口

面
積

は
全

外
壁

見
付

面
積

の
1
/
4
以

上

N
/
㎡

又
は

、
外

壁
面

平
均

荷
重

3
,
8
0
0
N
/
㎡

以
下

 
③

Ｃ
Ｂ

壁
の

仕
様

－
壁

構
造

配
筋

指
針

「
第

9
章

」
,
「

第
1
1
章

」
に

準
じ

る
■

 
④

外
壁

の
荷

重
N
/
㎡

5
0
0
0
N
/
㎡

以
下

■

 
①

壁
の

仕
様

－
Ｒ

Ｃ
造

壁
は

構
造

ス
リ

ッ
ト

(
完

全
ｽ
ﾘ
ｯ
ﾄ
)
付

き
■

②
構

造
ス

リ
ッ

ト
の

仕
様

－
幅

2
5
m
m
以

上
の

３
方

ス
リ

ッ
ト

又
は

同
等

の
配

置
■

5
0
0
0

■
 
1
 
/
　

3
.
4
8

Ａ
タ

イ
プ

の
追

加
壁

仕
様

3
6
2
2
.
5
5

 
②

構
造

ス
リ

ッ
ト

の
仕

様
幅

2
5
m
m
以

上
の

３
方

ス
リ

ッ
ト

又
は

同
等

の
配

置
■

 
③

内
部

の
間

仕
切

り
壁

等
の

荷
重

N
/
㎡

単
位

床
面

積
当

り
2
0
0
N
/
㎡

以
下

（
除

外
規

定
有

り
）

■

 
④

戸
境

壁
の

仕
様

－
軽

量
壁

(
乾

式
軽

量
間

仕
切

壁
等

)
■

 
①

架
構

内
の

壁
の

仕
様

－
t
=
1
5
0
m
m
、

配
筋

ﾀ
ﾃ
ﾖ
ｺ
D
1
0
@
2
0
0
ﾀ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
(
ﾁ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
)
以

上
■

 
②

架
構

外
の

壁
の

仕
様

－
t
=
1
2
0
～

1
5
0
m
m
、

配
筋

ﾀ
ﾃ
ﾖ
ｺ
D
1
0
@
2
0
0
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾙ
以

上
■

 
③

架
構

外
の

Ｒ
Ｃ

内
壁

の
設

置
可

能
長

さ
ｍ

/
㎡

単
位

床
面

積
当

り
0
.
1
/
㎡

以
下

■

 
④

架
構

内
壁

の
配

置
ル

ー
ル

ー
架

構
内

壁
の

直
下

に
は

同
様

の
架

構
内

壁
を

設
置

■

ー

Ｂ
タ

イ
プ

の
追

加
壁

仕
様

0

加
壁

仕
様

④
架

構
内

壁
の

配
置

ル
ル

架
構

内
壁

の
直

下
に

は
同

様
の

架
構

内
壁

を
設

置
■

 
⑤

2
階

袖
壁

直
下

の
袖

壁
配

置
－

■

 
⑥

壁
量

チ
ェ

ッ
ク

N
G
の

場
合

、
立

面
剛

性
ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ｽ
ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
を

行
う

■

 
⑧

壁
に

設
け

る
開

口
高

さ
h

－
h
≧

9
0
0
m
m
以

上
■

 
⑦

立
面

剛
性

バ
ラ

ン
ス

チ
ェ

ッ
ク

　
 
（

壁
量

チ
ェ

ッ
ク

が
Ｎ

Ｇ
の

場
合

の
み

）
■

チ
ェ

ッ
ク

不
要

（
壁

量
O
K
の

場
合

）
■

各
階

各
方

向
O
K
　

□
N
G
有

り
⇒

設
計

変
更

各
階

各
方

向
と

も
R
V
≧

0
.
6
5
、

R
V
＜

0
.
6
5
は

設
計

変
更

付
表

５
）

に
よ

る
■

■
各

階
各

方
向

O
K
　

□
N
G
有

り

１
階

が
外

部
に

面
す

る
場

合
は

、
袖

壁
直

下
に

は
4
5
c
m
以

上
の

袖
壁

を
設

置

 
⑨

柱
に

取
り

付
く

袖
壁

長
さ

の
制

限
－

開
口

高
さ

に
応

じ
て

上
下

限
寸

法
あ

り
。

■ ■
 
⑩

柱
及

び
壁

の
負

担
せ

ん
断

力
検

定
付

表
４

）
に

よ
る

負
担

せ
ん

断
力

が
許

容
せ

ん
断

力
を

超
え

な
い

こ
と
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(
1
)
基

礎
の

種
類

■

k
N
/
㎡

1
0
0
k
N
/
㎡

,
1
5
0
k
N
/
㎡

,
2
0
0
k
N
/
㎡

■

□
該

当
□

該
当

3
5
0
k
N
/
本

８
．

基
礎

の
仕

様
と

配
置

ル
ー

ル

□
該

当
■

該
当

無
し

□

(
2
)
　

①
長

期
地

耐
力

　
偏

心
無

し
基

礎
、

偏
心

有
り

基
礎

の
場

合
1
5
0

独
立

基
礎

(
2
)
　

②
長

期
許

容
支

持
力

独
立

基
礎

(
偏
心
無
し
基

礎
,
偏
心
有
り
基

礎
,
地
盤
補
強

用
杭
を
用
い
た
基

礎
)

3
5
0
k
N
以

上
/
本

(
１

本
～

３
本

)
又

は

基
礎

の
仕

様

該
該

/
□

該
当

無
し

□
該

当
4
5
0
k
N
/
本

考
慮

し
た

杭
の

水
平

方
向

の
許

容
誤

差
□

独
立

基
礎

の
配

置
柱

の
直

下
に

配
置

■

基
礎

の
標

準
断

面
－

基
礎

の
種

類
に

よ
り

断
面

を
選

定
■

基
礎

の
選

定
付

表
１

）
及

び
３

）
又

は
４

）
参

照
鉛

直
荷

重
に

よ
り

選
定

■

(
1
)

床
種

類
階

建
部

分
屋

根
は

非
歩

行
仕

様

９
．

床
の

仕
様

と
配

置
ル

ー
ル

床
の

仕
様

□

基
礎

配
置

全
て

配
置

(
)

②
長

期
容

　
地

盤
補

強
用

杭
を

用
い

た
基

礎
の

場
合

/
(

)
4
5
0
k
N
以

上
/
本

(
１

本
，

２
本

)
①

最
大

5
0
m
m
以

下
　

、
②

最
大

1
0
0
m
m
以

下

基
礎

仕
様

基
礎

の
選

定

(
1
)
　

床
の

種
類

－
２

階
建

て
部

分
の

屋
根

は
非

歩
行

仕
様

■

(
2
)
　

①
屋

根
・

床
ス

ラ
ブ

厚
さ

m
m

屋
根

・
床

　
t
=
1
5
0
m
m

■

屋
根

葺
き

材
の

荷
重

N
/
㎡

1
2
0
0
N
/
㎡

以
下

■

 
 
 
　

②
片

持
ち

ス
ラ

ブ
－

庇
　

t
=
1
5
0
m
m
　

、
バ

ル
コ

ニ
ー

　
t
=
1
8
0
m
m

■

 
 
 
　

③
土

間
コ

ン
ク

リ
ー

ト
t
=
1
0
0
m
m
以

上
、

D
1
0
@
2
0
0
以

上
■

 
 
 
　

④
１

階
床

床
ス

ラ
ブ

又
は

土
間

コ
ン

＋
床

組
み

■

⑤
室

内
階

段
木

製
階

段
■

1
5
0

床
の

仕
様

－ －

ー

 
 
 
　

⑤
室

内
階

段
－

木
製

階
段

■

床
ス

ラ
ブ

の
断

面
支

持
条

件
に

応
じ

て
選

定
■

小
梁

の
断

面
用

途
、

ス
パ

ン
に

応
じ

て
選

定
■

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
材

料
、

強
度

及
び

か
ぶ

り
厚

さ
－

■

鉄
筋

の
配

筋
要

領
■

小
梁

の
断

面

１
０

．
耐

久
性

仕
様

所
定

の
仕

様
と

す
る

（
付

1
）

１
１

．
鉄

筋
の

配
筋

要
領

所
定

の
仕

様
と

す
る

（
付

1
）

床
ｽ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
の

断
面

－－

鉄
筋

の
配

筋
要

領
－

■
所

定
の

仕
様

と
す

る
（

付
1
）
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１
２

そ
の

他

片
持

ち
実

長
1
.
5

ｍ
1
.
5
m
以

下
■

－
Ｒ

Ｃ
手

摺
(
t
=
1
3
0
m
m
、

H
=
1
2
0
0
m
m
以

下
)

■

片
持

ち
実

長
ー

ｍ
1
.
5
m
以

下
■

Ｒ
Ｃ

手
摺

(
t
=
1
3
0
m
m

H
=
1
2
0
0
m
m
以

下
)

■

(
2
)
　

片
廊

下

(
1
)
　

片
持

ち
バ

ル
コ

ニ
ー

片
持

ち
バ

ル
コ

ニ
ー

、
片

廊
下

１
２

．
そ

の
他

－
Ｒ

Ｃ
手

摺
(
t
=
1
3
0
m
m
、

H
=
1
2
0
0
m
m
以

下
)

■

　
①

標
準

外
階

段
：

独
立

外
階

段
標

準
図

通
り

と
す

る
■

　
②

標
準

外
階

段
：

一
方

向
外

階
段

標
準

図
通

り
と

す
る

■

　
③

標
準

外
階

段
：

曲
が

り
外

階
段

標
準

図
通

り
と

す
る

■

　
④

標
準

以
外

の
外

階
段

N
金

属
製

階
段

（
所

定
の

荷
重

以
下

）
■

(
1
)

大
型

高
架

水
槽

■
無

し
　

□
有

り

■
無

し
　

□
有

り

外
階

段
の

仕
様

高
架

水
槽

■
無

し
　

□
有

り

■
無

し
　

□
有

り

外
階

段

(
1
)
　

大
型

高
架

水
槽

　
(
1
)
-
1
 
大

型
高

架
水

槽
形

状
配

筋
－

標
準

図
通

り
と

す
る

■

　
(
1
)
-
2
 
高

架
水

槽
直

下
の

躯
体

仕
様

　
　

　
①

直
下

階
と

の
床

面
積

比
1
/

直
下

階
床

面
積

の
1
/
8
以

下
と

す
る

□

　
　

　
②

直
下

の
構

造
グ

リ
ッ

ド
P
 
×

P
5
P
×

3
P
以

下
と

す
る

□

　
　

　
②

構
造

グ
リ

ッ
ド

と
の

関
係

－
３

辺
は

構
造

グ
リ

ッ
ド

上
に

配
置

□

③
小

梁
の

配
置

１
辺

に
は

専
用

小
梁

を
配

置
□

高
架

水
槽

　
　

　
③

小
梁

の
配

置
－

１
辺

に
は

専
用

小
梁

を
配

置
□

(
2
)
　

小
型

高
架

水
槽

　
(
2
)
-
1
 
小

型
高

架
水

槽
形

状
配

筋
－

標
準

図
通

り
と

す
る

■

(
1
)
　

フ
レ

ー
ム

外
区

画

　
①

Ａ
タ

イ
プ

(
基

礎
有

り
)

標
準

図
通

り
と

す
る

■

　
　

　
①

跳
ね

出
し

寸
法

ｍ
1
.
5
m
以

下
□

②
柱

間
隔

P
5
P
以

下
□

フ
レ

ー
ム

外
区

画
■

無
し

　
□

有
り

　
　

　
②

柱
間

隔
P

5
P
以

下
□

　
　

　
③

設
置

面
積

制
限

1
ヶ

所
最

大
面

積
㎡

１
ヶ

所
最

大
1
5
㎡

以
下

□

設
置

面
積

合
計

1
/

各
階

の
設

置
面

積
合

計
は

本
体

床
面

積
の

1
/
8
以

下
□

　
②

Ａ
タ

イ
プ

(
基

礎
無

し
)

標
準

図
通

り
と

す
る

■

　
　

　
①

跳
ね

出
し

寸
法

1
.
4

ｍ
1
.
5
m
以

下
■

　
　

　
②

柱
間

隔
5

P
5
P
以

下
■

③
設

置
面

積
制

限
1
ヶ

所
最

大
面

積
6

2
7

㎡
１

ヶ
所

最
大

1
5
㎡

以
下

■

□
無

し
　

■
有

り

　
　

　
③

設
置

面
積

制
限

1
ヶ

所
最

大
面

積
6
.
2
7

㎡
１

ヶ
所

最
大

1
5
㎡

以
下

■

設
置

面
積

合
計

1
/

8
.
4
4

各
階

の
設

置
面

積
合

計
は

本
体

床
面

積
の

1
/
8
以

下
■

　
①

Ｂ
タ

イ
プ

標
準

図
通

り
と

す
る

■

　
　

　
①

跳
ね

出
し

寸
法

0
.
7
5

ｍ
0
.
7
5
m
以

下
■

　
　

　
②

設
置

幅
2
.
8

ｍ
3
.
0
m
以

下
■

備
考

欄

□
無

し
　

■
有

り
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付

表
1
）
軸

力
計

算
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.5
75

×
8.
5)
/2
+

(0
.1
75

×
4.
47

5)
/2
+(
1.
57

5×
4.
02

5)
/2
 

= 
 6
9.
94

 ㎡
(

)/
(

)/
= 
 8
6.
97

 ㎡

－ 46 －



付
表

４
）
　

負
担

せ
ん

断
力

検
定

シ
ー

ト

①
層

せ
ん

断
力

の
算

定
①

層
せ

ん
断

力
の

算
定

階
構

造
床

面
積

(
㎡

)
w
i
(
k
N
)

W
i
(
k
N
)

Q
i
(
k
N
)

２
階

8
6
.
9
7

1
1
3
0
.
6

W
2
＝

w
2
　

 
＝

1
1
3
0
.
6

W
2
×

0
.
1
7
5
＝

1
9
7
.
9

１
階

6
9
.
9
4

1
1
1
9
.
0

W
1
＝

w
2
+
w
1
＝

2
2
4
9
.
6

W
1
×

0
.
1
4
 
＝

3
1
4
.
9

②
各

柱
，

架
構

内
の

壁
及

び
架

構
内

の
有

開
口

壁
の

Ｋ
値

算
定

②
各

柱
，

架
構

内
の

壁
及

び
架

構
内

の
有

開
口

壁
の

Ｋ
値

算
定

【
２

階
Ｘ

方
向

】

柱
Ｋ

値
負

担
せ

ん
断

力
Ｑ

＝
Ｑ

i
×

(
Ｋ

/
∑

Ｋ
)
計

算
許

容
せ

ん
断

力
Ｑ

a
判

定
(
2
×

Q
≦

Ｑ
ａ

)

1
.
6
9

2
8
.
9
5

4
4
3

O
K

2
.
9
0

4
9
.
6
1

4
4
3

O
K

柱
位

置
Ｋ

値
計

算
式

X
0
-
Y
0

-
0
.
7
8
*
(
2
.
1
/
0
.
6
)
+
4
.
4
2
=

X
1
-
Y
0

-
0
.
7
8
*
(
2
.
1
/
1
.
0
7
5
)
+
4
.
4
2
=

3
.
4
8

5
9
.
6
7

4
4
3

O
K

3
.
4
8

5
9
.
6
7

4
4
3

O
K

X
0
-
Y
2

-
0
.
7
8
*
(
1
.
2
/
1
)
+
4
.
4
2
=

X
1
-
Y
2

-
0
.
7
8
*
(
1
.
2
/
1
)
+
4
.
4
2
=

無
開

口
Ｋ

値
低

減
率

γ
1計

算
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

Ｋ
値

負
担

せ
ん

断
力

Ｑ
＝

Ｑ
i
×

(
Ｋ

/
∑

Ｋ
)
計

算
許

容
せ

ん
断

力
Ｑ

a
判

定
(
2
×

Q
≦

Ｑ
ａ

)
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

位
置

無
開

値
低

減
率

γ
計

算
架

構
内

の
有

開
口

壁
Ｋ

値
負

担
断

力
(

/
)
計

算
許

容
断

力
判

定
(

)
架

構
内

の
有

開
口

壁
位

置

※
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

扱
い

の
判

定
(
γ

0
≦

0
.
4
)
は

、
予

め
検

討
を

行
い

、
略

伏
図

に
記

載
す

る
こ

と
。

Ｋ
値

合
計

（
∑

Ｋ
）

1
1
.
5
5
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【
２

階
Ｙ

方
向

】

柱
Ｋ

値
負

担
せ

ん
断

力
Ｑ

＝
Ｑ

i
×

(
Ｋ

/
∑

Ｋ
)
計

算
許

容
せ

ん
断

力
Ｑ

a
判

定
(
2
×

Q
≦

Ｑ
ａ

)

3
.
3
5

1
6
.
0
1

4
4
3

O
K

9
.
2
0

4
4
.
0
1

4
4
3

O
K

Y
1
-
X
0

-
1
8
.
0
6
*
(
0
.
9
/
1
.
3
)
+
2
1
.
7
0
=

柱
位

置
Ｋ

値
計

算
式

Y
0
-
X
0

-
0
.
7
8
*
(
2
.
1
/
1
.
5
2
5
)
+
4
.
4
2
=

2
.
7
8

1
3
.
3
1

4
4
3

O
K

9
.
8
6

4
7
.
1
7

4
4
3

O
K

1
2
.
5
4

6
0
.
0
2

4
4
3

O
K

3
.
6
2

1
7
.
3
3

4
4
3

O
K

Y
2
-
X
0

-
0
.
7
8
*
(
2
.
1
/
1
)
+
4
.
4
2
=

Y
0
-
X
1

-
1
8
.
0
6
*
(
1
/
1
.
5
2
5
)
+
2
1
.
7
0
=

Y
1
-
X
1

-
1
8
.
0
6
*
(
0
.
9
/
1
.
7
7
5
)
+
2
1
.
7
0
=

Y
2
-
X
1

-
0
.
7
8
*
(
1
.
1
/
1
.
0
7
5
)
+
4
.
4
2
=

架
構

内
の

壁
及

び
架

構
内

の
壁

及
び

無
開

口
Ｋ

値
低

減
率

γ
1
計

算
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

Ｋ
値

負
担

せ
ん

断
力

Ｑ
＝

Ｑ
i
×

(
Ｋ

/
∑

Ｋ
)
計

算
許

容
せ

ん
断

力
Ｑ

a
判

定
(
2
×

Q
≦

Ｑ
ａ

)
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

位
置

※
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

扱
い

の
判

定
(
γ

0
≦

0
.
4
)
は

、
予

め
検

討
を

行
い

、
略

伏
図

に
記

載
す

る
こ

と
。

Ｋ
値

合
計

（
∑

Ｋ
）

4
1
.
3
5
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【
１

階
Ｘ

方
向

】

柱
Ｋ

値
負

担
せ

ん
断

力
Ｑ

＝
Ｑ

i
×

(
Ｋ

/
∑

Ｋ
)
計

算
許

容
せ

ん
断

力
Ｑ

a
判

定
(
2
×

Q
≦

Ｑ
ａ

)

3
.
8
9

8
7
.
2
2

5
5
9

O
K

3
.
4
9

7
8
.
1
6

5
5
9

O
K

Ｋ
値

計
算

式

X
0
-
Y
0

-
0
.
8
0
*
(
2
.
1
/
1
.
4
5
)
+
5
.
0
5
=

X
1
-
Y
0

-
0
.
8
0
*
(
2
.
1
/
1
.
0
7
5
)
+
5
.
0
5
=

柱
位

置

2
.
7
9

6
2
.
5
6

5
5
9

O
K

3
.
8
8

8
7
.
0
2

5
5
9

O
K

X
0
-
Y
2

-
0
.
8
0
*
(
2
.
4
/
0
.
8
5
)
+
5
.
0
5
=

X
1
-
Y
2

-
0
.
8
0
*
(
1
.
3
5
/
0
.
9
2
5
)
+
5
.
0
5
=

架
構

内
の

壁
及

び
架

構
内

の
壁

及
び

無
開

口
Ｋ

値
低

減
率

γ
1
計

算
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

Ｋ
値

負
担

せ
ん

断
力

Ｑ
＝

Ｑ
i
×

(
Ｋ

/
∑

Ｋ
)
計

算
許

容
せ

ん
断

力
Ｑ

a
判

定
(
2
×

Q
≦

Ｑ
ａ

)
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

位
置

※
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

扱
い

の
判

定
(
γ

0
≦

0
.
4
)
は

、
予

め
検

討
を

行
い

、
略

伏
図

に
記

載
す

る
こ

と
。

Ｋ
値

合
計

（
∑

Ｋ
）

1
4
.
0
5
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【
１

階
Ｙ

方
向

】

柱
Ｋ

値
負

担
せ

ん
断

力
Ｑ

＝
Ｑ

i
×

(
Ｋ

/
∑

Ｋ
)
計

算
許

容
せ

ん
断

力
Ｑ

a
判

定
(
2
×

Q
≦

Ｑ
ａ

)

1
.
0
5

8
.
7
2

5
5
9

O
K

3
9
5

3
2

7
8

5
5
9

O
K

柱
位

置
Ｋ

値
計

算
式

Y
2
-
X
0

-
0
.
8
0
*
(
3
/
0
.
6
)
+
5
.
0
5
=

Y
0
-
X
1

-
0

8
0
*
(
2

1
/
1

5
2
5
)
+
5

0
5
=

3
.
9
5

3
2
.
7
8

5
5
9

O
K

Y
0

X
1

0
.
8
0
*
(
2
.
1
/
1
.
5
2
5
)

5
.
0
5

無
開

口
Ｋ

値
低

減
率

γ
1
計

算
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

Ｋ
値

負
担

せ
ん

断
力

Ｑ
＝

Ｑ
i
×

(
Ｋ

/
∑

Ｋ
)
計

算
許

容
せ

ん
断

力
Ｑ

a
判

定
(
2
×

Q
≦

Ｑ
ａ

)

2
4
.
3
0

0
.
5
7

1
3
.
9
4

1
1
5
.
7
4

1
8
9
5
.
1
4

O
K

1
9
.
0
0

1
1
9
.
0
0

1
5
7
.
7
2

1
2
8
0

O
K

架
構

内
の

壁
及

び
架

構
内

の
有

開
口

壁
位

置

Y
0
-
X
0

Y
2
-
X
1

※
架

構
内

の
壁

及
び

架
構

内
の

有
開

口
壁

扱
い

の
判

定
(
γ

0
≦

0
.
4
)
は

、
予

め
検

討
を

行
い

、
略

伏
図

に
記

載
す

る
こ

と
。

Ｋ
値

合
計

（
∑

Ｋ
）

3
7
.
9
4
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付
表

５
）
　

立
面

剛
性

バ
ラ

ン
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト

①
A

ｃ
及

び
A

h
の

算
定

D
x
(
m
m
)

D
y
(
m
m
)

箇
所

面
積

(
m
m
2
)

L
w
(
m
m
)

t
(
m
m
)

箇
所

面
積

(
m
m
2
)

6
0
0

6
0
0

6
2
1
6
0
0
0
0

1
6
7
5

1
5
0

1
2
5
1
2
5
0

1
0
5
0

1
5
0

1
1
5
7
5
0
0

階
方

向
柱

断
面

積
計

算
A
c

方
立

て
壁

断
面

積
計

算
A
h

２
階

2
1
6
0
0
0
0

4
0
8
7
5
0

7
7
5

1
5
0

1
1
1
6
2
5
0

Ｘ
方

向

柱
断

面
積

合
計

（
A
c
)

方
立

て
壁

断
面

積
合

計
(
A
h
X
)

7
7
5

1
5
0

1
1
1
6
2
5
0

1
1
2
5

1
5
0

1
1
6
8
7
5
0

Ｙ
方

向

2
1
6
0
0
0
0

2
8
5
0
0
0

D
x
(
m
m
)

D
y
(
m
m
)

箇
所

面
積

(
m
m
2
)

L
w
(
m
m
)

t
(
m
m
)

箇
所

面
積

(
m
m
2
)

6
0
0

6
0
0

6
2
1
6
0
0
0
0

5
2
5

1
5
0

1
7
8
7
5
0

柱
断

面
積

合
計

（
A
c
)

方
立

て
壁

断
面

積
合

計
(
A
h
Y
)

階
方

向
柱

断
面

積
計

算
A
c

方
立

て
壁

断
面

積
計

算
A
h

１
階

6
0
0

6
0
0

6
2
1
6
0
0
0
0

5
2
5

1
5
0

1
7
8
7
5
0

3
0
0

1
5
0

1
4
5
0
0
0

9
0
0

1
5
0

1
1
3
5
0
0
0

9
7
5

1
5
0

1
1
4
6
2
5
0

１
階

Ｘ
方

向

2
1
6
0
0
0
0

4
0
5
0
0
0

柱
断

面
積

合
計

（
A
c
)

方
立

て
壁

断
面

積
合

計
(
A
h
X
)

方
向

2
1
6
0
0
0
0

0
柱

断
面

積
合

計
（

A
c
)

方
立

て
壁

断
面

積
合

計
(
A
h
Y
)

Ｙ
方

向
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②
A

kw
の

算
定

(
１

）
２

階
Ｘ

方
向

　
壁

位
置

①
　

壁
位

置
②

　
壁

位
置

③

ℓ
(
m
m
)

6
9
5
0

ℓ
×

h
(
m
m
2
)

ℓ
(
m
m
)

6
9
5
0

ℓ
×

h
(
m
m
2
)

ℓ
(
m
m
)

ℓ
×

h
(
m
m
2 )

Y
0
通

り
X
0
－

X
1
　

間
Y
2
通

り
X
0
－

X
1
　

間
通

り
　

　
－

　
　

間

ℓ
(
m
m
)

6
9
5
0

ℓ
×

h
(
m
m
2
)

ℓ
(
m
m
)

6
9
5
0

ℓ
×

h
(
m
m
2
)

ℓ
(
m
m
)

ℓ
×

h
(
m
m
2 )

h
(
m
m
)

3
4
7
5

2
4
1
5
1
2
5
0

h
(
m
m
)

3
4
7
5

2
4
1
5
1
2
5
0

h
(
m
m
)

0

ℓ
1
(
m
m
)

2
4
0
0

ℓ
1
×

h
1
(
m
m
2
)

ℓ
1
(
m
m
)

2
7
0
0

ℓ
1
×

h
1
(
m
m
2
)

ℓ
1
(
m
m
)

ℓ
1
×

h
1
(
m
m
2
)

h
1
(
m
m
)

2
1
0
0

5
0
4
0
0
0
0

h
1
(
m
m
)

1
2
0
0

3
2
4
0
0
0
0

h
1
(
m
m
)

0

ℓ
2
(
m
m
)

1
8
0
0

ℓ
2
×

h
2
(
m
m
2
)

ℓ
2
(
m
m
)

1
8
0
0

ℓ
2
×

h
2
(
m
m
2
)

ℓ
2
(
m
m
)

ℓ
2
×

h
2
(
m
m
2
)

ℓ
2
(
m
m
)

1
8
0
0

ℓ
2
×

h
2
(
m
m
)

ℓ
2
(
m
m
)

1
8
0
0

ℓ
2
×

h
2
(
m
m
)

ℓ
2
(
m
m
)

ℓ
2
×

h
2
(
m
m
)

h
2
(
m
m
)

2
1
0
0

3
7
8
0
0
0
0

h
2
(
m
m
)

1
2
0
0

2
1
6
0
0
0
0

h
2
(
m
m
)

0

ℓ
3
(
m
m
)

ℓ
3
×

h
3
(
m
m
2
)

ℓ
3
(
m
m
)

ℓ
3
×

h
3
(
m
m
2
)

ℓ
3
(
m
m
)

ℓ
3
×

h
3
(
m
m
2
)

h
3
(
m
m
)

0
h
3
(
m
m
)

0
h
3
(
m
m
)

0

ℓ
4
(
m
m
)

ℓ
4
×

h
4
(
m
m
2
)

ℓ
4
(
m
m
)

ℓ
4
×

h
4
(
m
m
2
)

ℓ
4
(
m
m
)

ℓ
4
×

h
4
(
m
m
2
)

(
)

(
)

(
)

h
4
(
m
m
)

0
h
4
(
m
m
)

0
h
4
(
m
m
)

0

ℓ
5
(
m
m
)

ℓ
5
×

h
5
(
m
m
2
)

ℓ
5
(
m
m
)

ℓ
5
×

h
5
(
m
m
2
)

ℓ
5
(
m
m
)

ℓ
5
×

h
5
(
m
m
2
)

h
5
(
m
m
)

0
h
5
(
m
m
)

0
h
5
(
m
m
)

0

8
8
2
0
0
0
0

5
4
0
0
0
0
0

0
∑

ℓ
i
×

h
i
(
m
m
2
)

∑
ℓ
i
×

h
i
(
m
m
2
)

∑
ℓ
i
×

h
i
(
m
m
2
)

0
.
3
6
5
1
9
8
4
8
9

0
.
2
2
3
5
9
0
9
1
1

5
.
1
6
8
8
9
0
3
2
7

9
.
8
8
4
4
2
2
6
4
9

3
6
0
0
0
0

3
6
0
0
0
0

∑
Ａ

k
w
①

-
③

1
5
0
0
8
0
0
.
5
1
8

3
1
9
8
3
9
2
.
1
5
4

4
6
9
9
1
9
2
.
6
7
1

Ｋ
Ｋ

Ｋ

A
c
(
m
m
2
)

A
c
(
m
m
2 )

A
c
(
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